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野外実験における爆薬の地表爆発による生成気体の膨張  

中山良男●．吉田正典●，藤原修三●   

野外実験において実施された地表爆発の撮影結果を薬理し．爆発生成気体の高さおよび半径の時間  

変化を検討した。その結果，新桐ダイナマイト，ANFOおよぴmに関しては，薬丑の3乗板をパ  

ラメータとする相似則が成立することを確認した。また，爆発生成気体の半径に対する高さの比  

（〟〃i）は，時間に対しほぼ冊＝1であること．データには分散が存在するが．それは換算爆発高さ  

あるいは起爆位置の影響によることが明らかになった。一次元ラグランジュ流体力学計算コードによ  

る解析を行い，衝撃波が爆発生成気体から分離する時刻は，一次元解析による結果とほぼ一致するこ  

とを明らかにした。また，一次元解析からは爆発生成ガス球の脈動が示されたが，実験結果では爆発  

生成気体は単調に膨張し，脈動現射ま観察されなかった。  

雲高さはTNT換算薬最の4分の1乗に比例すること  

を仮定して．地表爆発による無風状態での最終爆発雲  

高さの実験式を提案しているカ。しかしながら，その  

実験式は．風の彩管（風向，風速），地形．経過時間を  

考慮できない。大気拡散の精密な予測（大気汚染シ  

ミュレーション）のためには，風，および浮力の影響  

が現れない爆発直後の爆発生成気体の状櫨（速度，温  

度，圧力等）を初期条件として大気拡散モデルに入力  

する必要がある。   

一方，通商産業省が主催した火薬類の保安技術実験  

（以下，野外実験と略記する）において爆発状況を低速  

度および高速度カメラにより撮影した結果が多数存在  

している両5） 。そのうち．土堤内地表爆発の場合の爆  

炎・煙の膨張，進展に関してはデータが整理されてお  

り，その結果．火薬庫の有無にかかわらず3乗根則が  

成立すると報告されているlるI。しかしながら，土堤が  

無い場合の地表爆発の撮影結果は未整理状態にある。   

ここでは．火薬類の爆発生成物が大気拡散するメカ  

ニズムを解明するための基礎データを収集することを  

目的に，野外実験において野積み状態あるいは地面上  

方に設置された爆薬の爆ごうにより発生した爆発生成  

気体を低速度および高速度撮影した結果を総括的に整  

理し，地衣爆発による生成気体の膨張挙動を検討し  

た。このうち，TNTに関しては，一次元数値シミュ  

レーションを行い．衝撃波面および接触面（爆発生成  

気体と空気の境界面）の軌跡を解析し，これを実験結  

果と比較することにより，爆発生成気体の膨張状況を  

考察した。以下においてそれらの結果を報告する。  

t．はじめに   

燦英の爆発により生じる生成物は爆薬の組成により  

変化する。爆発生成物の多くは，窒素．炭酸ガス．水  

蒸気などの無事な気体であるが，組成によっては．  

CO．NOlなどの有事気体や金属酸化軌塩化物など  

の固体生成物も発生する。さらに．爆発により地面の  

一部である土砂などの固形物も飛散するため，広義の  

意味で爆発生成物であると考えられる。また，現在，  

廃棄処理が問題になっている化学剤を含む砲弾などで  

は轟性ガス（ミスト）成分が大気へ放出される。このよ  

うに爆発生成物が人および環境に対して影響を与える  

掛合には．その上昇．拡散．風による移流により生成  

物が降下する範周を邸鰍こ予測する必要がある。一般  

的な汚染物質の大気拡散あるいは窮境影響評価は気象  

および原子力閑適分野を中心にして様々な研究が進め  

られており，大気中の移流・拡散モデルは極めて多数  

存在するl）。しかしながら，それらの大気拡散モデル  

は爆薬の爆ごう伝播，および爆発生成気体の稀速膨張  

挙動を考慮できない。   

また，核爆発，高性能爆薬の野外実験による爆発雲  

の観熟ま多数行われている2）。例えば，Churehは．  

爆発雪が爆発後2分で上昇が終わること，および爆発  
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